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★品種の特性 ★本圃における主な栽培の注意点

・種子繁殖型品種であり、親株からの病害虫感染を防ぐことができる。 ・極早生性で、1.5番果が出やすく、芯止まりも出やすい。

・「かおり野」並みの極早生性をもち、連続出蕾性が高い。 ・厳寒期は「かおり野」よりやや高温管理、春先は過繁茂を避ける。

・果形は円錐形、果皮・果肉ともに赤い。 ・基本２芽管理。芽が増えやすいが、春先も3～4芽に抑える。

・高糖度、低酸度で独特の風味を有する。 ・縦溝果や乱形果の発生事例あり。施肥過剰に注意。

・炭疽病抵抗性をもつ。 ・摘果をしっかりすることで、果実が高糖度になりやすい。
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第１花房収穫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.5番花房収穫) 第２花房収穫 第３花房～収穫終了まで
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ハダニ類は初期防除に努める

葉かき、ランナー、ドロ芽かき

定植 ビニール被覆・

マルチ

ミツバチ導入

栽植本数

高設：株間20cm

やや多め量（例、５分３回） 普通量（例、４分３回） やや少なめ量（例、３分３回） 普通量（例、４分３回）

0.3～0.4 mS/cm 0.4～0.5 mS/cm 0.5～0.7mS/cm

開花時、目標草丈
２５ｃｍ

第２花房 摘果（５～６果/花房） 第３花房 摘果（４～５果/花房）

２芽管理 春以降、芽が増えやすい
できるだけ３～４芽以内に抑える

花芽分化検鏡後に定植

目安は9/20~9/25

0.4～0.5 mS/cm給液EC

外側に傾けて定植

→第1花房を通路

側に出させる

果梗折れ防止

灰色かび病対策 灰色かび病対策

縦溝、割れ果、先青果の発生事例あり

・２月下旬以降、樹勢が強くならないように注意！

・急激な窒素吸収＆過繁茂を避ける。

第１花房：１０果

１+１．５番：１５～１６果/株

株がグラつきそうな時は、

芽を無理に取らない

芽無し株は「かおり野」

並みに出やすい

株疲れが見られる場合は短

期間の電照を行ってもよい

（日没後2時間程度）

ハダニ類、スリップス類、うどんこ病

（12月下旬頃）

2番頂果

ハダニ類防除：

定植前の葉かき、モベント灌注処理など

で抑える

★要注意★
農薬の使用回数は、播種から収穫終了までの期間が対象！

高温対策！

厳寒期は「かおり野」より

やや高温管理
収穫始期（11月末頃）

・高温期の果皮の痛みに注意

・灰色かび病対策も兼ねて換気・潅水制御

摘果 摘果 摘果

頂果（11月末頃）

第４花房～ 摘果（３果/花房）摘果

芽数が増えた時は果数を減らす！ 摘果で高糖度＆春の味落ちを防止

終盤に向け、芽かき、葉かき、摘果を頑張る！

着果数が少ないほ

ど、糖度が上がる

「うた乃」 本圃栽培暦

10℃

6～7℃

4:00 12:00 17:00 20:00

注：4段サーモが無い場合は夜温7-8℃で設定する

収穫期の温度管理

26～27℃

5℃

6:00 8:004:00 12:00 17:00 20:00

注：夜温が7℃を下回るまで、サイドは開放とする

8:006:00

ビニール被覆～収穫始期の温度管理

25℃

6～7℃ 5℃

目安量

※上記はかん水量の変動の目安であり、培土量やポンプ圧などに応じた調整が必要。

乱形果の発生を抑えるためには、初期成育が

旺盛になりすぎないように注意する。

窒素過多に注意

連続出蕾時はしっかり摘果

→株疲れと味落ち防止


